
金沢市集約都市形成計画の変更(案) 

１．金沢市集約都市形成計画について 

本市では、人口減少・少子高齢化が進んだ社会においても持続的に成長する成熟都市の実現を目指して、

平成 29年３月に金沢市集約都市形成計画を策定し、居住や都市機能の緩やかな誘導を図っています。 

また、令和５年３月には、近年の頻発化・激甚化する自然災害に対応する観点から、災害リスクを踏ま

えた誘導区域の見直しなどを行い、便利で快適に安心して住み続けられる「まちなかを核とした魅力ある

集約都市の形成」を推進していきます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．変更の背景と目的 

本市では、人口減少・少子高齢化の進展など市政を取り巻く環境変化を踏まえ、令和６年２月に 

金沢市都市像「未来を拓く世界の共創文化都市・金沢」の実現に向けた行動計画「未来共創計画」を策定し、 

「魅力あふれる中心市街地の活性化」や「医療体制の充実」などの方針を掲げています。 

このたび、本計画における誘導施設や区域に係る一部変更行い、未来共創計画との整合を図るとともに、 

更なる集約都市の形成を推進します。 

３．変更の内容 

『誘導施設の種類』と『都市機能誘導区域』の追加 

(1)「複合商業施設※
（延べ面積 3,000㎡超）」を都心拠点の誘導施設に位置付け 

※物販、飲食、サービス等の複数店舗による施設  

新たに「複合商業施設（延べ面積 3,000㎡超）」を誘導施設の種類に追加し、都市機能誘導区域 

（都心拠点）における商業施設の更なる集積を促し、魅力あふれる中心市街地の活性化を図ります。 
 

(2) 金沢市立病院の周辺エリアを特定機能地区に新たに指定 

    「特定機能病院、地域医療支援病院」を特定機能地区の誘導施設に位置付け 

金沢市立病院の地域医療支援病院の承認（令和５年４月）を受け、新たに移転整備を予定する病院

敷地の周辺エリアを都市機能誘導区域（特定機能地区）に指定するとともに、特定機能地区の誘導

施設として「特定機能病院、地域医療支援病院」を位置づけ、更なる医療体制の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地への都市機能の集積 

都心軸の機能強化 

公共交通重要路線沿線への居住誘導 

地域の賑わいと交流を支える拠点の創造 

地域コミュニティや暮らしの維持・充実 

多様な移動手段を選択できるタウンライフへの転換 

持続的な成長を支える「軸線強化型都市構造」への転換 
～まちなかを核とした魅力ある集約都市の形成～ 

 

将来 

都市像 
 

▼計画が目指す将来都市像と基本方針 

①  

②  

③  

④  

⑤  

▼都市構造の緩やかな誘導 

▼誘導区域等の設定 

▼特定機能地区の指定 

▼誘導施設の種類と誘導する区域 

▼誘導施設※の種類と誘導する区域 

※都市機能誘導区域（都心拠点、地域拠点、特定機能地区）において 

都市生活の利便性を確保するため、特に積極的な誘導を図る施設 

変更① 

変更② 

変更③ 

変更① 

変更③ 

変更② 

【各区域と位置づけ】 


